
フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

－ 学長
具志堅
グシケン

　幸司
コウジ

＜平成29年4月＞

体育学士 日本体育大学学長
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保有
学位等

月額基本給
（千円）
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（就任年月）

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名



① 

1.1  

柔道整復指導者のための人体
の構造と機能特講※ 

別記様式第３号（その２の１） 

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型） 

教　　　　員　　　　の　　　　氏　　　　名　　　　等 

（保健医療学研究科 運動器柔道整復学専攻） 

申 請 に 係
る 大 学 等
の 職 務 に
従 事 す る
週 当 た り
平 均 日 数 

フリガナ 

月額 
基本給
（千 
円） 

専任
等 

区分 

氏名 前判定
結果 

配
年  

担 当
単位数 

保有 
学位等 

当
次 

現　職 
（就任年月） 

調書
番号 

年 間
開 講 数 

職位  年齢 担当授業科目の名称 
＜就任（予定）年月＞ 

Ｄ　可 運動器柔道整復学特講実習 1前 1 2 

再判定 1前 柔道整復臨床研究法特講※ 1 

柔道整復教育学特講実習（教
育実習を含む）※ 

2通 1 1.1  
Ｄ　可 

1通 2 1 海外運動器柔道整復学実習 

2 1前 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 1 日本体育大学
保健医療学部 

イトウ　ユズル 

伊藤　譲 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（医学） 

教授 
(研究科長） 

再判定 専 ５日 
教授 

（平成26年4月） 2 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2前 

1 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 2 3前 

運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 1 2 1後 
Ｄ　合 

2後 1 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 

2 3後 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 1 

新規 1前 1 0.7  

柔道整復指導者のための疾病
と障害特講Ⅰ※ 

柔道整復指導者のための疾病 
と障害特講Ⅱ※ 

1前 1 1.1  
Ｄ　可 

1 1後 0.7  

新規 2 1通 1 海外運動器柔道整復学実習 

1 2 1前 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ アサヒ　シゲキ 

朝日　茂樹 

＜平成32年4月＞ 

日本体育大学 
非常勤講師 

（平成30年4月） 
再判定 専 教授 ② ５日 医学博士 

1 2前 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 

3前 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 2 

1 1後 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 
Ｄ　合 

1 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2後 

3後 1 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 

2通 1 0.6  
柔道整復教育学特講実習（教
育実習を含む）※ 

柔道整復指導者のための教育 
方法と教育行政特講※ 

柔道整復の理念と保健医療福 
祉特講※ 

Ｄ　可 1 1 1後 

1.6  1後 1 

2 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 1 1前 
再判定 日本体育大学

保健医療学部 
クボヤマ　カズヒコ

久保山　和彦 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（体育科学） 

専 教授 ③ ５日 2前 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 1 教授 
（平成26年4月） 

1 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 3前 

1後 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 1 2 
Ｄ　合 

2後 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 1 

2 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 1 3後 

1 1 2前 運動器スポーツ医学特講※ 
Ｄ　可 

柔道整復指導者のための疾病
と障害特講Ⅱ※ 

1 1後 0.4  

1 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 2 1前 
再判定 

碑文谷病院 
整形外科･ 

リハビリテーション科
部長 

（平成26年4月） 

運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 1 2 2前 ハシモト　トシヒコ

橋本　俊彦 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（医学） 

専 教授 ④ ５日 

運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 1 3前 2 

1 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 1後 
Ｄ　合 

1 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2 2後 

運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 2 1 3後 

1 



別記様式第３号（その２の１） 

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型） 

教　　　　員　　　　の　　　　氏　　　　名　　　　等 

（保健医療学研究科 運動器柔道整復学専攻） 

申 請 に 係
る 大 学 等
の 職 務 に
従 事 す る
週 当 た り
平 均 日 数 

フリガナ 

月額 
基本給
（千 
円） 

専任
等 

区分 

氏名 前判定
結果 

配
年  

当
次 

現　職 
（就任年月） 

年 間
開 講 数 

保有 
学位等 

調書
番号 

担 当
単位数 

職位  担当授業科目の名称 年齢 
＜就任（予定）年月＞ 

2 1 1後 運動器柔道整復学演習 

1 0.9  1前 柔道整復臨床研究法特講※ 
再判定 

1 2 1前 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 

2 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2前 帝京大学 
医療技術学部 

准教授  
（平成25年4月） 

シロイシ　キヨシ

白石　聖 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（医学） 

教授 専 ⑤ ５日 

2 3前 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 

1 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 1後 
Ｄ　合 

1 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2後 

2 3後 1 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 

柔道整復の理念と保健医療福
祉特講※ 

0.6  1後 1 

1前 1 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 

2前 2 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 
日本体育大学
保健医療学部 

コジマ　アラタ 

小嶋　新太 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（医学） 

再判定 ５日 ⑥ 専 准教授 3前 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 2 1 教授 
（平成23年4月） 

1後 1 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 

運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2後 1 2 

3後 1 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 2 

柔道整復の理念と保健医療福
祉特講※ 

Ｄ　可 0.9  1後 1 

1 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 2 1前 
再判定 

運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2 1 2前 
日本体育大学
保健医療学部 

ヒグチ　タケシ 

樋口　毅史 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（医学） 

５日 ⑦ 専 准教授 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 3前 2 准教授  
（平成26年4月） 

運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 1後 2 1 
Ｄ　合 

運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2 2後 1 

2 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 3後 1 

柔道整復教育学特講実習（教
育実習を含む）※ 

柔道整復指導者のための教育 
原理特講 

柔道整復指導者のための教育 
心理特講 

柔道整復指導者のための教育 
方法と教育行政特講※ 

1 2通 0.7  

2 1前 1 
Ｄ　可 

1 2 1前 

1 1後 1 

1 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 2 1前 常葉大学 
健康プロデュース学部

准教授  
（平成26年4月） 

イナガワ　イクコ

稲川　郁子 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（教育学） 

再判定 ⑧ 専 准教授 ５日 

2前 1 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 

3前 1 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 

1後 1 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 
Ｄ　合 

運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2後 1 2 

1 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 3後 2 

2 



別記様式第３号（その２の１） 

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型） 

教　　　　員　　　　の　　　　氏　　　　名　　　　等 

（保健医療学研究科 運動器柔道整復学専攻） 

申 請 に 係
る 大 学 等
の 職 務 に
従 事 す る
週 当 た り
平 均 日 数 

フリガナ 

月額 
基本給
（千 
円） 

専任
等 

区分 

氏名 前判定
結果 

配
年  

当
次 

年 間
開 講 数 

現　職 
（就任年月） 

担 当
単位数 

保有 
学位等 

調書
番号 

職位  担当授業科目の名称 年齢 
＜就任（予定）年月＞ 

Ｄ　可 0.9  2後 運動器スポーツ医学演習※ 1 

柔道整復教育学特講実習（教
育実習を含む）※ 

柔道整復指導者のための人体 
の構造と機能特講※ 

0.9  1 2通 
再判定 

1前 1 1.3  

柔道整復指導者のための疾病
と障害特講Ⅰ※ 

Ｄ　可 1前 1.1  1 

1 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 1前 2 東都リハビリテーション学
院 

専任講師 
（平成18年4月） 

ワタナベ　マナブ

渡邉　学 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（体育科学） 

⑨ 准教授 ５日 再判定 専 

運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2 2前 1 

2 3前 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 1 

1 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 1後 
Ｄ　合 

2後 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 1 2 

1 2 3後 運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 

Ｄ　可 運動器スポーツ医学特講※ 1 2前 1 

1 1前 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 
再判定 

運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2前 1 2 
植草学園大学
保健医療学部 

カミクラ　ショウタ

上倉　將太 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（スポーツ
健康科学） 

准教授 ５日 ⑩ 専 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 1 2 3前 講師 
（平成26年4月） 

1後 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 1 
Ｄ　合 

2後 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 2 1 

運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 3後 1 2 

2後 1.1  1 運動器スポーツ医学演習※ 
Ｄ　可 

柔道整復指導者のための疾病
と障害特講Ⅱ※ 

1後 1 0.7  

1 1前 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 
再判定 

運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2 2前 1 日本体育大学
保健医療学部 

シミズ　ユウキ

清水　勇樹 

＜平成32年4月＞ 

博士 
（医学） 

５日 専 准教授 ⑪ 
准教授  

（平成30年4月） 2 3前 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 1 

運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 2 1後 1 
Ｄ　合 

2 2後 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 1 

運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 2 1 3後 

柔道整復の理念と保健医療福
祉特講※ 

Ｄ　可 1 0.7  1後 

2 運動器柔道整復学特別演習Ⅰ 1前 1 
再判定 

1 2 運動器柔道整復学特別演習Ⅱ 2前 

コバヤシ　ヨシユキ

小林　喜之 

＜平成32年4月＞ 

日本体育大学医療専門学校
専任講師 

（平成23年4月） 

博士 
（医学） 

専 講師  ⑫ ５日 3前 2 1 運動器柔道整復学特別演習Ⅲ 

2 1 運動器柔道整復学特別研究Ⅰ 1後 
Ｄ　合 

2後 1 2 運動器柔道整復学特別研究Ⅱ 

運動器柔道整復学特別研究Ⅲ 3後 2 1 

3 



別記様式第３号（その３） 

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専任教員の年齢構成・学位保有状況
保健医療学研究科 運動器柔道整復学専攻（博士課程） 

職  計 29 歳 以 下 合 60 ～ 64 歳 備 考  位  位 50 ～ 59 歳 65 ～ 69 歳 30 ～ 39 歳 学 40 ～ 49 歳 70 歳 以 上 

5人 人  1人 3人 人 人 士 1人  人 博 

人 人 人  人 修 人 士 人 人  人 

教  授  人 人 学 人 人 人  士 人 人  人 

短 期 大 
士 学 

人 人  人 人 人 人  人 人 

人 人 人  そ の 他 人 人 人  人 人 

士 人 人 人 1人 人  人  5人 博 6人 

士 人 人  人 人  人 人 人 人 修 

准 教 授  人  人 士 人 人 学 人 人 人 人  

短 期 大 
学 士 

人 人 人 人  人 人 人  人 

そ の 他 人 人  人  人 人 人 人 人 

人 人 人 人  人  1人 士 人 1人 博 

人 修 人  士 人 人 人  人 人 人 

講  師  人 人 士 人 人 人 人 人  人  学 

短 期 大 
士 学 

人  人 人 人 人 人 人  人 

人 人 人 人  人 そ の 他 人 人  人 

人 人 人 人  人 人 博 人  士 人 

人 人  修 人 士 人  人 人 人 人 

教  助  人  人 人 人 士 人 人  人 人 学 

短 期 大 
学 士 

人 人  人 人 人  人 人 人 

そ の 他 人 人 人 人 人  人 人 人  

1人  6人 士 4人 12人 博 人 人 1人 人  

人 士 人  修 人 人 人 人 人 人  

合  計  人 人 人 人  士 人 人 人 学 人  

短 期 大 
学 士 

人 人  人 人 人 人 人  人 

人 人 人 人  人 人  そ の 他 人 人 
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